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一九二九年に於けるペルセウス

　　　　流星群の槻測
　　　　　　　　　　　紀伊小棋孝二郎

　　1・翻測計書
　1928年度に於て流星課は8月のペルセウス最盛期の観測として650個の流

星を集め得ナこるも（天界9巻92號30－31頁参照）擬測方法に充分なる統一が

なく随って結果の庭理も好都合には行はれなかつナこ．然るに其後流星課の

努力により，優秀なる観測家績々現はれ，叉親測方法も統一出來ナこので，

筆者は1929年の7月下旬至國約20名の観測者に依頼状を出し大いに槻測を

す、めナこところ，實に12⑪0個に絵る流星を集め得ることが出來ナこ．今回こ

れ等流星に關する一一Lrりの整理を終へたので共結果を畿表する次第である．

　流星課としては次の如き観測計書を定め，各観測者と種々打合せをしナこ

のであっナこ．

　A．出　現　献　況

　これは8月當初より毎夜規制をなし，流星激，ペルセウス群に属する流

星激，同一開聞李均出現敏を見るのである．これにより更に出現の極大H

時を推定することにしナこ，

　：B．最盛期の出現母上

　出現の最も盛んなる1i日，12日，13日，14日を揮び，如何程の流星が出

現するかを見る爲に観測をなし，30分間侮に導出現数を数へることにしナこ．

　C．大流星の観測

　これは出現の全期間中（1日→20日）常に室を注意し，大流星あらば之をと

らへ，共詳細を記録し，ぺ群に属する流星の特質研究に資せんとしナこ．

　D，輻射馳の訣定

　この爲には，一定の時間の間纒素的に擬漉すべき事を特に注意して置い

ナこ．少くともぺ群流星を四個以上認めるまで．

　：E．同一流星の二重観測

　　1．　fiikf　乖Fu　白勺
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　　九州北部及近畿地方等観測者の比較的密集せる庭に於いて，殊に注意

　を促し，方向時間等の打合せをして置いナニ．

　2二．．＿寵　眞　堕

　　筆者と祠炉市の改獲氏との聞に篇眞の同時観測を計書し，11日より13

　日までの三日聞0時一3時の問をえらんで，方向等を打合せてこれを二つ

　ナこが種々σ）事情で成功するに到らなかつナこ．

　F，統計的の研究

　この流星群に届する流星の諸種の性質を研究する爲，光度，速度，縫績

時間，色，痕等の記鋒をなし，これより統計的研究をすSめることとしナこ．

　　2。観測者，観測地及び回籔

　流星群観測に参加して頂いナこ方々は20名近くに上ったが，共の中主要な

方々は次の十三名である．此の外に大分縣の手島氏よりも多数の流星を報

告されナこが，記録がなかったので省いて置いナこ．
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　　5．出　現駄　況

　：次の表は各日別各回別に，：時聞数，流星激，天候，ペルセ群数，同一時聞

ZF均藪を示すものである．15日より以後の闘測は相績く悪天候の爲全く観
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測不能であっナこ爲出現歌況は判明しない．　しかし關東方面は天候租良好な

りし爲か東京天文毫の台目寸寸，小田原の宮澤氏，長野市の金森壬午氏に

よって幾分観測されてるる様である．（天文月報，第23巷第3號56頁参照）猶

出現の極大時期たる11日より13日までの三夜は別の計書によって槻測を三

つナこので次節に述べる事にした．

日付
　　　　　　　1
J始時刻i　　　　　　　「

終了時刻 全山間数
@　　　　　　！

」天倒

i
I
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ｴ　　均
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ク
　
　
「

2　30 2　50 ｝・2・
1
上 2 1 3．00 Ko

2 0　48 1　33 0　45 3 0 0． Wt
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ユ9 3　40 4　10
。3。上副、 2 4．00 1〈o

　　　　流星纏薮　1008個，内ペルセウス群　541個

　ペルセウス群出現数につき噌減の歌勢を察知し，あはせて極大の日時を

推定する爲次に，各日のべルセ群一時聞一町数を示すグラフを掲げる．個

人の同一隊間に於ける流星観測敏は，（i）糊測者の視力及び熟練の程度．（ii）

室の清澄度．（iii）室及び槻測地鮎の明るさ．（iv）観測部分一室の一の天頂距

離。（v）親測部分の輻射鮎よりの距離，等によって大いに異なる故観測結果

の整理に當っては各種の修孟をほどこすべきが至當である．然し今回の結

果にてはか・る記録が不充分なる故李均激が零なるものを除きそのま・圖

示することにする．各日の李均数の上限を蓮絡する蓋然曲線をつくって塘

加，減少及極大の状勢を推察することとしナこ．より完全を期する爲天文月

報（昭和五年3月號所載）の結果を回して之につけ加へた．夜掌前の観測は

便宜上翌日の部に入れて置く．（忌中0印は天文月報所載のもの，⑭印のも

のは夜4≧前の観測を示す）．叉別にDenningが自己の観測より導いた推算
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値を圓示して旧いナこ・（Astronom｛sche　Nachrichten　Nr．3546，　Band　148）。

激十年の聞に極大が2乃至3日後れナニ事が窺はれる．

　圖によって結果を推断すれば，不確實乍ら．

　（1）極大は恐らく12日よりも13日越にあっナこらしく．（2）極大前の堰加

は徐々に極大後の減少はやs急激なること．（3）夜∫ド前の流星藪は夜掌後

．と比較して著しく少緻なること．（デニングの結果をも見よ）等が察知せら

れる．

　　4・最盛時の出現籔

　すでに記しナニ如く筆者は10日和歌山市に行き，和高商の圃書庫上望遠鏡

を設置しある露毫にて，11日12日の二夜13日は都合により親戚の宅にて，14

日は金屋にて30分聞毎の出現敷を数へ極大をさぐることとしナこ．次の結果

は11日，にては高城，大家，津田の三鷹と，12日差高城，大家，二氏と，協

同にて行ひたるもの，13日14日は筆者軍獲｝にて敷へたのである．これによ

って見れば13日の夜が出現最（，甚だしく卒均一分聞に一個を数ふることを

得ナこ・あだかも前節の結果を裏書することとならう・
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　以上の外になほ数個の輻射鮎を得てみるが不確なるため省いてをいナこ・

上表にて知らる〉通り丁丁の移動はかなり明瞭に観測されてるる・第二圖

は以上の輻射鮎を記したものである
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　7。同一流星の二重観測

篇翼覗測は既に記しナこ通り全く失敗に四つナこが，

35

一S5

50

肉眼的の方面では僅か

に九州に於て大分市の原田氏と臼杵町の竈井氏との開に4個（中3個はペル

セ群の流星が二重槻測されただけである．しかも大分市と臼杵町との距離

は30粁に満ナこす随って得られた結果は大いなる誤差を含んでみるのは遺憾

である．結果のみを掲載して置く．（天界10巻109號181頁参照）
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槻　測　者 Hu Na Km 総 計
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　この表によってわかる通り，2等級乃至3等級の流星が最も多く観測され

てるる．なほ個人の観測を全数に於ける結果と比較すれば，観測者の光度

に於ける見積りにある傾向があることがうかがはれる．

　：B．光度と白白時間との關原

翻　測　者 Ko Na Hu Sa
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　之によれば大光度となる程繹績時間の長くなるといふ結論を得る．なほ

観測者に著しい系統的誤差の存することを知り得る．
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C．色・光度及腿綾時間との關係　（筆者の槻測に依る）

脚

纏　　練 時　　間
色 流星数 準均光度 K。m、ki　I　　　　　　　I

Schmidt

s　L

Blue 1 1．．00 0．δ0

Blue．White 9 一〇．56 0．86

White 49 2．45 0．61 0．72

White－Vellow 4 2．2δ 0．70

Yとllow 1り 0．60 0．86 0．97

Yellow－Red 7 0．00 O．87

Red 2 ＿0．50 1．15 1．64

　色の白より黄，黄より赤へ至るに随ひ，継三時聞の長くなることはSchmi－

dtの観測と一致してみる．卒均光度も同じ順序で層大してみる．

　D，流星出現貼の輻射黙よりの角距離と覗纒路の畏さとの關原

襯　測　者　1 Ko Kln Sa

輻射黒占よりの角距離 個数 ［観経路 個藪 示見纒．路 個馴 観経路

0。～　5。 8 3．50 1 4．00 3 6．00

6～10 16 3．02 7 4．78 3 5．84

11～15 21 5．05 6 6．00 15 5．73

16～20 ユ1 6．54 9 5．67 11 8．14

21～25
8 7．94 9 7．90 8 7．63

26～30
6 8．42 10 8．25 】9 8．21

31～35
9 9．00 6 8．00 11 827

36～40 4 9．13 8 8．12 4 7．50

41～45 2 10．74 3 8．19 6 9．33

46～50 4 10．25 7 9．36 6 9．75

51ρ》55 3 11．33 1 16．00

56～60 3 11．33
」

　覗経路の長さは，流星出現消滅黙の高度，實経路，輻射鮎の高度，流星

放射の位置角，及び輻射鮎よりの角距離等の幽敷であるが・上の表は盟に

二つの敏値：の聞の關係を示しナこに過ぎない．三者の値は可成よく一致して

みる覗経路は出現鮎の輻射鮎よりの角距離に二って増大する模檬がよくわ

かる．
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E．光度と血温路との關当

年　　測　　者 ｝ K〔》 Km S霞

光　　度　（Mag・｝ 個籔 覗輕路 個数 覗鯉劉 個酬 親脛路　　　　一

〉　一4 1 29．．00 1　1 1　　37．。00

一3 2 18．00

一2～一］．5 1 36．00 1 20。．00 2 10．50

一1～一〇．5 6 1盗．31 婆 1ユ．00

0～　　0．5 9 7．50 5 620

1～　　L5 13 6．73 6 11．82 14 7．22

2～　　2．5 18 6．81 29 7．47 23 9ユ8

3（．　3．5 21 7．89 24 6．48 19 7．58

4～　　4，5 ユ1 6．95 5 6．30 9 5．68

一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　r

閨@～　　　b．o 1 5．50 10 6．30

6　　　　　　　　i 1　　　1 4．00

　實経路の長さと光度との間の關係を論ずるには，多くの二重観測を要す

る爲に困難なるに反し視経路と光度との聞の關係は容易に見られる．上の

表は後者の臨機を示すものであって，光度の大なるものほど覗熟路も大な

ることは，我々の考へらる・ことであるが上記の表にはよく表はれてるる・

三者の全然なる一致は認め難いがこれ位の差異はあり得べきものと考へら

れる．（終）

　　　　　　　　　　同好會評議員會の概報

去る九月十三日午後三時，大阪市船中小墨校にて開き，京都の本部より5名，

各地より評議員12名出席．山本冗長を座長とし，會議．下の諸件を決議．後，

暫敷談，有志者は晩餐を共にし，午後八時散會．

　　1．會費は來年度より毎年金3圓に改正．

　　2．L天界「の編輯事務及び方針改了E．大衆化通俗化すること．

　　3．L星つ休刊．但し毎年二回L天界「をグラフイクとす．

　　4．會員一同努力して，會員藪倍加蓮動を各地に起すこと。

　　5．創立満十年記念事業は事情許すかぎり實行．

　　　　　　　　　　　　　以　　　　上


